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本日のプログラム

4月の結婚・誕生・入会祝い
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                        １３日のRYLAは所用で出席出来ませんでしたが出席の皆様ご苦労様でした。

                        この後松尾保委員長からの報告をお聞き下さい。今日は耳鼻咽喉科シリーズ

で難聴についてお話します。当クラブ会員の平均年齢は59.73歳ですので文明社会の男性に当てはめると

高い周波数の音に難聴が始まり会話の内容が時々聞き取りにくい、という症状を自覚されている方も多

いと思います。年齢による難聴には個人差も多く、騒音、糖尿病、動脈硬化、ストレス、喫煙習慣など

の文明病は難聴の促進要因になります。アメリカ合衆国の男性の４０歳とアフリカの奥地の７０歳の聴

力が同じという文明国の男性にとり不都合なデータもあり、奥様から勝手ツンボ！と非難されることに

なります。現代社会の情報の９０％は目から入り、耳からの情報は１０％にすぎませんが、耳からの刺

激がない状況では大脳活動が低下します。新生児の聴覚スクリーニング検査が行なわれるようになりま

したが早期に難聴児を発見して補聴器装用や人工内耳の挿入手術により言語の脳が発達する３歳以前に

音刺激を加える事が目的です。この刺激で言語に関係した大脳の発育を促し聾児も会話が可能になって

おります。高齢者の場合は会話に参加出来なくなり、社会との交流も途絶えて閉じこもり、認知症や欝

状態に繋がることも危惧されます。２５％聴力が低下すると補聴器が必要なレベルで、日本人男性は

７０歳で３０％が必要になります。年寄り臭いので掛けたくない方にはレ－ガン元米国大統領が使って

いたように殆ど目立たないタイプもあります。日常の生活で不自由を感じたらやせ我慢をせず惚け防止

の意味も含めて補聴器の装用し社会との交流を保ちましょう。耳鼻咽喉科医として補聴器の宣伝をさせ

て頂きました。
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5/20　会員卓話

　　　河野圭一郎会員

5/27　三菱重工㈱副所長

　　　西妻多喜男さん
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4/12～13日佐賀県黒髪少年自然の家において開催されたＲＹＬＡ(ロータリー

青少年指導者育成セミナー)に、青年が木庭吉昭会員の会社から10名、

吉田節哉会員、日高豊久会員の会社より各1名と合計12名、ロータリアン

は、安永会長エレクト、吉田節哉さん、日高さん、水本さん、と私の5名、

計17名で参加致しました。ホストクラブは参加した青少年の緊張を解すべく、

開講、閉講式挨拶にダジャレを言ったユーモアのある鮎川会長率いる

小城ＲＣで、会員数は28名と少ないクラブですが、19名のローターアクト達が

リーダーとなり、班編成の説明、自己紹介、グループディスカッションの

テーマ作り等々、自分達が見本となるようなローターアクトの積極的な指導

でした。グループディスカッションのテーマを「いじめ」「家族」「犯罪の

低年齢化」「環境問題」「国際交流」「夢」「デジタル化」「和の心」「スト

レス」「マナー」とし、初日9時半までディスカッションが行われました。

ちなみに私も12時まで先輩方より沢山の勉強をさせて頂きました。

今回初めて参加したＲＹＬＡでしたが、東長崎ＲＣの方々ともお話をする

きっかけを頂き、自分事ですが、西クラブに入会した事で先輩方と出会い、

またロータリーの輪を広げて帰ってこられた事を嬉しく思います。

来期は大村ＲＣがホストクラブで、今回参加できなかった新会員のメン

バーの方も是非参加してみて下さい。
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　　ＲＹＬＡ(ロータリー青少年指導者育成セミナー)開催

　　　　 　　 (松尾保青少年委員長)
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